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市の人口と世帯　77,785人（前月比▲34人）　男38,532人　女39,253人　世帯数 30,263世帯   【５月１日現在】
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   選　挙 

市　政

　

平
成
27
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
石
岡

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
19
日
告
示
、
26
日

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
市
内
52
か
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
午
後
７
時
15
分

か
ら
八
郷
総
合
支
所
で
開
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会

で
「
石
岡
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
、
議

員
定
数
が
24
人
か
ら
22
人
に
な
っ
た
初
め
て
の

選
挙
で
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
22
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
５
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
４
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

投
票
状
況
と
候
補
者
別
の
確
定
得
票
数
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

候
補
者
名

得
票
数

当

桜
井　

の
ぶ
ゆ
き

２
１
０
７
・
２
１
３

当

高
野　

か
な
め

１
９
５
７

当

山
本　

す
す
む

１
９
３
８

当

川
井　

こ
う
い
ち

１
８
５
９

当

谷
田
川　

泰

１
６
６
０

当

新
田　

あ
か
ね

１
５
５
３

当

岡
野　

孝
男

１
５
２
９
・
０
９
３

当

鈴
木　

ゆ
き
お

１
５
２
６
・
５
９
２

当

ひ
し
ぬ
ま　

和
幸

１
５
１
６

当

い
け
だ　

正
文

１
５
０
４

当

島
田　

ひ
さ
お

１
４
７
０

当

勝
村　

た
か
ゆ
き

１
４
６
６

当

桜
井　

し
げ
る

１
３
９
３
・
７
８
６

当

と
く
ま
す　

ち
ひ
ろ

１
３
７
９

当

お
お
つ
き　

勝
男

１
３
３
６

当

つ
か
や　

重
市

１
３
０
９

当

玉
造　

よ
し
み

１
２
８
３

当

小
松　

と
よ
ま
さ

１
２
４
７

当

大
和
田　

ひ
ろ
き

１
１
４
０

当

関
口　

忠
男

１
０
８
５

当

村
上　

や
す
み
ち

１
０
６
７

当

い
し
ば
し　

保
卓

　

９
９
２

お
か
の　

孝
雄

　

９
５
８
・
９
０
５

鈴
木　

や
す
ひ
と

　

８
２
８
・
４
０
７

野
口　

の
ぶ
た
か

　

８
１
６

山
口　

あ
き
ら

　

７
５
７

み
し
ろ　

直
良

　

４
２
９

確
定
得
票
数
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

■問い合わせ　石岡市選挙管理委員会（総務課内） 
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 255）▲開票状況（八郷総合支所）

男 女 計

当日の有権者 31,358 人 32,228 人 63,586 人

投票人員 17,864 人 18,724 人 36,588 人

投票率 56.97 ％ 58.10 ％ 57.54 ％

投票状況

22 人の議員が選出される

 石岡市議会議員一般選挙結果　投票率は 57.54％

広報いしおか６月１日号  №２３２　　２



住まい

くらし

子
育
て
世
帯
と
新
婚
世
帯
に
家
賃
の
一
部
を
助
成

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
、
市
内

の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
に
住
ん
で
い

る
子
育
て
世
帯
と
新
婚
世
帯
の
皆
さ

ん
に
家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
内
容

・
家
賃
月
額
か
ら
勤
務
先
の
住
宅
手

当
を
引
い
た
額
と
し
ま
す
。た
だ
し
、

月
額
上
限
は
２
万
円
で
す
。

・
最
長
で
36
か
月
分
（
最
高
72
万
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
要
件

1
市
内
に
定
住
し
続
け
る
意
思
が
あ

る
こ
と

2「
子
育
て
世
帯 

※
１
」ま
た
は「
新

婚
世
帯 
※
２
」
で
あ
り
、
市
内
在

住
で
あ
る
こ
と
。

※
１
「
子
育
て
世
帯
」
…

申
請
日
に
６
歳
に
達
す
る

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

含
む
世
帯
。
㊟
父
・
母
が

転
入
前
に
５
年
以
上
市
外

に
居
住
し
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
降
に
転
入
し
た

世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
２ 

「
新
婚
世
帯
」
…
平

成
27
年
４
月
１
日
以
降
婚

姻
の
届
出
を
し
た
夫
婦

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
の
合
計
年
齢
が
70
歳
未

満
）
を
含
む
世
帯
。

3
市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
で
あ

る
こ
と

※
市
営
住
宅
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

や
給
与
住
宅
な
ど
は
補
助
対
象
外
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4
家
賃
（
共
益
費
や
管
理
費
、
駐
車

場
代
を
除
く
）
が
月
額
４
万
６
千
円

以
上
で
あ
る
こ
と

5
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
の
公
的
家

賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど

※
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

子育て

くらし
　

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
転
入
者

や
子
育
て
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
な

ど
へ
提
供
す
る
た
め
、
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
で
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
親
に
編
集
委
員
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
い
、
掲
載
内
容
の

検
討
や
、
子
育
て
に
必
要
な
情
報
の

整
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
関
す
る
行
政
情
報
や
市

内
の
公
園
マ
ッ
プ
な
ど
の
地
域
情

報
、
医
療
機
関
情
報
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
よ
り
身
近
な
目
線
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
仕
上
が
り
ま
し
た
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

配
布
先

・
こ
ど
も
福
祉
課

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
市
役
所 

市
民
課

・
支
所 

市
民
窓
口
課

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

石
岡
市
子
育
て

　
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成

▲４月に発行になった子育てハンドブック。
子育てに役立つ情報が詰まっています

３　　広報いしおか６月１日号  №２３２



児童手当

福 祉

児
童
手
当
の
現
況
届
と

　
　
　子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
を

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
中
に
引
き
続
き
受
け
る
要

件
を
確
認
す
る
た
め
の
「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の

手
当
は
届
出
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ

な
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

該
当
者
に
は
、
現
況
届
を
６
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
消
費

税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま

え
、
臨
時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し

て「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
書
が
一
体
に
な
り
、
同
時
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
17
日
（
水
）
～
30

日
（
火
）

※
公
務
員
な
ど
で
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
み
申
請
の
人
は
12

月
16
日
（
水
）
ま
で

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
。
水
曜

日
は
、
午
後
７
時
ま
で
）

※
郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

受
付
場
所　

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
（
す
こ
や

か
子
育
て
館 

会
議
室
）

・
支
所 
市
民
窓
口
課　

４
番
窓
口

提
出
書
類　
　

・
児
童
手
当
現
況
届
（
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
と
一
体

型
）

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し（
受

給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
被
用

者
の
場
合
）

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
郵
送
す
る
通

知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
に
つ
い
て

給
付
対
象
者

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の

受
給
者
と
し
ま
す
。
※
特
例
給
付
の

受
給
者
を
除
く

給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円
で
す
。（
給
付
は
１
回

限
り
）

▼
公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
人

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

は
、
市
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
５
月
31
日
現
在
、
市
内
在
住
の
人
）

　

公
務
員
は
、
職
場
か
ら
申
請
書
が

配
布
さ
れ
ま
す
。「
公
務
員
児
童
手

当
受
給
状
況
証
明
欄
」
に
職
場
で
証

明
を
受
け
て
か
ら
受
付
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
か
ら
申
請
書
は
届
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

住まい

くらし

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

　
　受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
「
茨
城
県
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
」の
派
遣
事
業
を
行
い
ま
す
。

大
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
生

命
を
守
る
た
め
、
自
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
住
宅

1
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

確
認
を
受
け
て
建
築
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以
下
の
も

の
。

2
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
の
場
合
は
、

面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
。

※
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
や

プ
レ
ハ
ブ
工
法
な
ど
の
特
殊
な
工
法

に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い
る
も
の
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
石
岡
地

区
で
の
昭
和
26
年
以
前
、
八
郷
地
区

で
の
平
成
４
年
以
前
の
建
物
は
建
築

確
認
を
受
け
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

診
断
対
象　

対
象
住
宅
の
所
有
者

で
、
税
金
の
滞
納
が
な
い
人

費
用　

自
己
負
担
２
０
０
０
円
と
返

信
用
切
手
（
82
円
分
）
で
す
。

募
集
戸
数　

10
戸

申
込
方
法　

市
役
所
建
築
住
宅
指
導

課
ま
た
は
支
所 

道
路
建
設
課
に
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～
31

日
（
金
）
ま
で

※
期
間
中
に
募
集
戸
数
に
達
し
な
い

場
合
は
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

※
悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
市
が
訪
問
や
電
話
で

耐
震
診
断
の
勧
誘
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
、
派
遣
事
業
で
耐
震
診
断

を
受
け
た
人
は
、
来
年
度
以
降
、
精

密
診
断
・
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
指
導
課　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

広報いしおか６月１日号  №２３２　　４



マ
ル
福
と
は

　

マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
）
制

度
は
、
保
険
で
病
院
な
ど
を
受
診
し

た
場
合
、
県
や
市
が
自
己
負
担
相
当

額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
他
の
公

費
負
担
医
療
（
自
立
支
援
医
療
・
療

育
医
療
な
ど
）
の
給
付
を
受
け
る
場

合
も
、
そ
の
自
己
負
担
相
当
額
を
助

成
し
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す

市
独
自
の
助
成

　

県
助
成
基
準
の
所
得
制
限
を
超
え

た
妊
産
婦
・
小
児
に
つ
い
て
、
市
独

自
に
所
得
の
制
限
を
撤
廃
し
、
自
己

負
担
相
当
額
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
外
来
に
つ
い

て
も
同
様
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す

マル福

健 康

マ
ル
福
制
度
の
利
用
を

　
医
療
費
の
助
成

県
外
の
医
療
機
関
を

　
　
　
　
　
受
診
す
る
と
き

　

県
内
で
は
、
保
険
証
、
医
療
福
祉

費
受
給
者
証
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
窓

口
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
県
外
で
は
、
医
療
福
祉

費
受
給
者
証
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
、
自
己
負
担

分
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。そ
の
後
、

領
収
書
、
認
め
印
、
振
込
先
が
分
か

る
も
の
な
ど
を
添
付
し
申
請
す
る

と
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

保
険
年
金
課
（
医
療
年
金

担
当
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

・
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
６
）

 助成内容

【対象】
1妊産婦
2特例妊産婦
（県の所得制限を超えている人※市独自事業）
3小児
（外来：０歳から小学６年生、入院：０歳か
ら中学３年生※県の所得制限を超えている場
合は市独自事業）
4中学生の外来（※市独自事業）
5ひとり親家庭（18 歳未満の児童などを養
育している父母など）
6重度心身障がい者

【マル福自己負担額】
・外来を受診した場合
   １日 600 円まで月２回を限度
　　（１医療機関ごと）
・入院した場合
  １日 300 円まで月 3,000 円を限度
　　（１医療機関ごと）
※重度心身障がい者は外来・入院の自己負担
なし。

【申請方法】
助成を受けるには「医療福祉費受給者証」が
必要です。市役所に直接、お申し込みくださ
い。

【注意事項】
2特例妊産婦の助成方法は、県外の医療機関
を受診したときと同様で、医療機関の窓口で
自己負担金を一旦支払った後、市役所で申請
をしてからの支給になります。手続きに必要
な書類など、申請方法は直接お問い合わせく
ださい。

５　　広報いしおか６月１日号  №２３２

▲医療福祉費受給者証



10
月
25
日
（
日
）
に
八
郷
総
合
運
動
公
園
で
、
市
の
魅
力
を
市
内

外
に
発
信
す
る「（
仮
称
）石
岡
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
生
産
加
工
や
製
造
さ
れ
て
い
る
製
品
を
、
広
く
宣

伝
紹
介
す
る
た
め
、
自
分
の
お
店
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
仮
称
）
石
岡
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

　
　
　
　
　
名
称
と
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

イベント 

楽しむ応
募
期
間
　

６
月
８
日（
月
）か
ら
30
日（
火
）（
郵

送
は
消
印
有
効
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

応
募
方
法
　

次
の
1
か
ら
3
を
明
記
の
上
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
商
工

課
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
名
称
の
応
募
は
何
点
で
も
可
能
で

す
が
、
１
回
の
応
募
に
つ
き
１
名
称

と
し
ま
す
。

1
イ
ベ
ン
ト
の
名
称

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
を
使

用
（
英
文
字
、
数
字
は
こ
れ
ら
と
組

み
合
わ
せ
る
場
合
の
み
使
用
可
）

2
名
称
の
理
由
（
簡
単
な
説
明
）

１
０
０
字
以
内
で
簡
単
に
説
明

3
応
募
者
の
情
報

【
必
須
事
項
】　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

【
参
考
事
項
】　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
年
齢
、
性
別
（
こ
れ
ら
は
任
意
）

選
考
方
法
　

応
募
さ
れ
た
名
称
の
中
か
ら（
仮
称
）

石
岡
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

が
選
定
し
ま
す
。

賞
品
の
贈
呈
　

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
の
開
場
式
で
、
最

優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

権
利
事
項
　

名
称
に
選
定
さ
れ
た
作
品
の
一
切
の

対
象　

市
内
に
工
場
・
店
舗
の
あ
る

事
業
所

内
容　
「
生
産
加
工
品
の
展
示
・
販

売
お
よ
び
市
産
品
を
使
用
し
た
販

売
」
へ
の
出
店

出
店
料　

【
多
目
的
広
場
】
１
区
画
（
2.7
ｍ
×

3.6
ｍ
）に
つ
き
３
０
０
０
円
。
な
お
、

２
区
画
（
テ
ン
ト
１
張
）
の
場
合
、

６
０
０
０
円
。

【
体
育
館
】
１
区
画
（
4.0
ｍ
×
4.0
ｍ
）

に
つ
き
３
０
０
０
円
。

※
多
目
的
広
場
・
体
育
館
の
い
ず
れ

も
、
展
示
の
み
や
無
料
配
布
な
ど
の

出
店
者
は
出
店
料
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
商
工
課
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

申
込
期
間　

６
月
８
日
（
月
）
〜
30

日
（
火
）

■
応
募
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
商
工
課
あ
て

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
３
）

℻
２
４
・
５
３
５
８

　shoukou@city.ishioka.lg.jp

著
作
権
は
、
応
募
時
に
石
岡
市
に
無

償
で
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
し
ま
す
。

ま
た
、
同
作
品
に
つ
い
て
の
著
作
者

人
格
権
も
、放
棄
し
て
も
ら
い
ま
す
。

留
意
事
項

・
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
同
音
で
あ
っ
て
も
表
記
方
法
が
異

な
る
場
合
は
、
別
の
作
品
と
し
て
扱

い
ま
す
。

・
受
賞
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（
市

町
村
名
）
は
公
表
す
る
予
定
で
す
。

・
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
こ
の
募

集
の
目
的
以
外
の
用
途
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。

八郷ふれあいまつりと産業祭が一つのイベントと
して生まれ変わります

 

名
称
募
集

広報いしおか６月１日号  №２３２　　６

出
店
者
募
集



み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

石
岡
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ス
ト
募
集

10
年
を
振
り
返
る

広
報
い
し
お
か
「
表
紙
絵
展
」

イベント 

楽しむ

イベント 

楽しむ

公
演
日
時

　11
月
29
日
（
日
）

公
演
場
所

　石
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

応
募
先

〒
３
１
５
‐
０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
（
文
化
振
興
課
内
）

℻
４
３
・
３
１
３
０

主
催　

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

　

合
併
10
周
年
を
記
念
す
る
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
広
報
い
し
お
か
「
表

紙
絵
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
一
環
と
し
て
継
続
し

て
き
た
石
岡
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ

ミ
ー
Ⅲ
提
供
の
広
報
紙
の
表
紙
絵
を

使
っ
て
、
10
年
を
振
り
返
る
と
と
も

に
歴
史
や
観
光
な
ど
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　

広
報
紙
の
表
紙
絵
掲
載
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
平
成
15
年
４
月
か
ら

で
、
市
内
の
歴
史
や
観
光
な
ど
の
魅

力
を
現
在
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

日
時 

６
月
８
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）　

12
日
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

旧
近
清
書
店

　
　
　
（
国
府
三
丁
目
２
番
14
号
）

展
示
数

合
併
か
ら
10
年
分　

約
１
２
０
点

内
容

表
紙
絵
展
を
２
部
構
成

１
部

　60
点

自
然
・
ま
ち
な
か
・
伝
統

６
月
８
日
（
月
）
〜
13
日
（
土
）

２
部

　60
点

神
社 

仏
閣
・
逸
品

６
月
14
日
（
日
）
〜
19
日
（
金
）

同
時
開
催

　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

合
併
以
前
の
表
紙
絵
も
展
示
し
ま
す
。

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
８
時

※
木
曜
日
休
館

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

キャスト（ミュージカル出演者）
募集
募集定員　50人
応募条件　
1市内在住・在勤・在学している小学３
年生以上の人
2７月上旬から週１回・計20回程度のレッ
スンに通える人
※レッスン料・保険代として 3,000 円
をご負担ください。
応募方法　1氏名（ふりがな）2性別3
生年月日4住所5電話番号6好きなこ
と（歌・ダンスなど、なんでも結構です）
を所定の応募用紙またはハガキ、便せん
などに記入の上、直接または郵送、ファッ
クスでご応募ください。

※未成年は保護者の氏名と押印が必要で
す。
※応募用紙は、支所 文化振興課・市民
窓口課、市役所 市民課、各出張所、中央・
東・府中・国府・城南地区公民館に備え
てあります。また、市ホームページから
もダウンロードできます。
応募締切　６月 24日（水）必着

キャスト
オーディション　　
日時　６月 28日（日）
場所　中央公民館
※ オーディションは合否を決定するの
ではなく、応募者の適性を確認するもの
です。

７　　広報いしおか６月１日号  №２３２

　ミュージカル劇団「新生ふるきゃら」
とともに市民の皆さんが参加できる、
石岡オリジナル・ミュージカルの
キャストを募集します。



守
ろ
う
！
防
ご
う
！
土
砂
災
害

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

農
作
物
の
被
害
防
止
へ

有
害
鳥
獣
捕
獲
と
狩
猟
免
許
取
得
の
支
援

防　　災 

くらし

鳥　　獣 

しごと

　

６
月
は
、
土
砂
災
害
の
防
止
と
被

害
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
土
砂
災
害

防
止
月
間
で
す
。

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
生

活
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災

意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
日
ご
ろ

の
備
え
を
す
る
こ
と
や
、
行
政
や
地

域
住
民
同
士
の
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
早
め
に
避
難
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

気
象
警
報
や
避
難
情
報
は
、
市

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
す
る
こ
と

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
市
内
98
か
所
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
当
該
区
域
内
や

そ
の
周
辺
地
域
の
人
は
、
市
の
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
県
の
土
砂

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
い
ま
す

　

４
月
22
日
、
石
岡
市
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
実
施
隊
は
、
猟
友
会
石
岡
支
部

と
八
郷
支
部
の
隊
員
か
ら
推
薦
を
受

け
た
35
人
で
構
成
。
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
防
止
・
軽
減
を
図
る

た
め
、
市
と
協
働
で
地
域
ぐ
る
み
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間

・
１
回
目　

６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
７
月
12
日（
日
）

・
２
回
目　

８
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
月
27
日（
日
）

※
い
ず
れ
も
30
日
間

　

実
施
隊
は
、
最
善
の
注
意
を
払
っ

て
捕
獲
を
行
い
ま
す
。
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
山
間
部
へ
立
ち
入
る

時
は
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、

音
が
出
る
も
の
を
携
帯
す
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
な
猟
取
得
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）

を
取
得
す
る
場
合
に
必
要
な
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
農
業
者
な
ど

（
た
だ
し
、
合
格
者
の
み
）

対
象
経
費　

わ
な
猟
免
許
申
請
手
数

料
・
予
備
講
習
会
受
講
料

※
詳
し
く
は
、
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

環
境
保
安
課

（
☎
０
２
９
・
８
２
２
・
８
３
６
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
３
）

災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、

避
難
経
路
な
ど
を
再
度
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

市
公
式
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
方
法

　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/

「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
↓
「
防
災
ポ
ー

タ
ル
」
↓
「
石
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
」
↓
「
登
録
」

■
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

市
公
式
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
方
法

市
公
式
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
方
法

「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
↓
「
防
災
ポ
ー

タ
ル
」
↓
「
石
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
」
↓
「
登
録
」

■
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

・「山鳴り」といって山全体がうなっているよ　
　うな音がするとき
・川の流れが急に濁ったり木が流れてきたとき
・雨が降り続いているのに、川の水が減ってい  
　るとき

1土石流

2地すべり
・地面にひび割れができたとき
・地面の一部がへこんだり盛り上がったとき
・池や沼の水の量が急に変わったとき
・井戸の水が濁ったとき
3がけ崩れ
・がけから小石がパラパラ落ちてきたとき
・がけに割れ目ができたとき
・がけから水がわき出てきたとき

土 砂 災 害
こ ん な と き に 注 意 ！

QR コードを読み
取れる携帯電話や
スマートフォンは
こちらから

石岡メールマガジン
ＨＰ

▲災害ハザードマップ

▲鳥獣被害対策実施隊の皆さん

広報いしおか６月１日号  №２３２　　８



都
市
計
画
変
更
を

　
　
　
　
　
予
定
し
て
い
ま
す

若
松
Ⅰ
地
区
を
調
査

　

平
成
27
年
度
地
籍
調
査
事
業

都市計画 

土　　地 

くらし

まちづくり

　

石
岡
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
聴
会
は
公
述
申
出
人
が

い
る
場
合
の
み
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
３
日
（
金
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
　
市
役
所
本
館 

大
会
議
室

内
容
　
石
岡
市
役
所
周
辺
地
区
の
用

途
地
域
を
第
１
種
住
居
地
域
か
ら
準

住
居
地
域
に
変
更
し
ま
す
。

申
出
方
法
　
原
案
の
内
容
に
、
公
聴

会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
希
望
す

る
人
は
、
提
出
期
間
内
に
申
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
出
書
の

書
式
は
、
都
市
計
画
課
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。

閲
覧
・
公
述
申
出
書
の
提
出
期
間

６
月
18
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

（
郵
送
は
６
月
26
日
（
金
）
必
着
）

閲
覧
場
所
・
公
述
申
出
書
の
提
出
先

都
市
計
画
課

　

南
台
地
区
に
お
い
て
地
区
計
画
の

変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
原
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
計
画

区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
で
原
案

に
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
６
月
18
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　

７
月
２
日
（
木
）

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

内
容
　
誘
致
施
設
Ａ
地
区
内
に
お
い

て
住
宅
な
ど
の
立
地
を
可
能
と
す
る

た
め
変
更
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
方
法

　
原
案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ
る
人

は
、
提
出
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
※
意
見
書
の
書
式

は
、
都
市
計
画
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

意
見
書
の
提
出
期
間
　

６
月
18
日
（
木
）
〜
７
月
９
日
（
木
）

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

（
郵
送
は
７
月
９
日
（
木
）
必
着
）

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
先

都
市
計
画
課

都市計画公聴会の開催地区計画の原案の縦覧

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

石岡市役所

石岡
運動公園

誘致施設 A 地区

　

今
年
度
は
『
若
松
Ⅰ
地
区
』（
図
の
太
線
内
）
を
調
査
し
ま
す
。

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
測
量
を
行
い
、
現
地
と
一
致
す
る
正
確
な
地

図
（
地
籍
図
）
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
ち
会
い
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

地
籍
調
査
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
６
）

若松Ⅰ地区

９　　広報いしおか６月１日号  №２３２



　元住民がおもてなし
　　　いしおかトレイルラン大会に９００人が参加　地

　

第
８
回
い
し
お
か
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

大
会
（
石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

主
催
）
が
朝
日
里
山
学
校
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
首
都
圏
を
中
心
に
県
内
外
か
ら

９
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。

　

コ
ー
ス
は
、
ロ
ン
グ
（
27
キ
ロ
）・

ミ
ド
ル
（
17
キ
ロ
）・
シ
ョ
ー
ト
（
９

キ
ロ
）
の
３
部
門
。
千
葉
か
ら
参
加

し
た
男
性
は
「
今
回
で
２
度
目
の
参

加
で
す
。石
岡
の
山
は
走
り
や
す
く
、

起
伏
も
あ
っ
て
楽
し
め
る
の
が
良
い

で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
多
く
の
地
元
住

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

「
地
元
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。
ぜ
ひ

自
分
た
ち
の
地
区
の
山
も
走
っ
て
も

ら
え
な
い
か
」
と
い
う
半
田
地
区
の

住
民
の
皆
さ
ん
の
提
案
を
受
け
、
ロ

ン
グ
部
門
の
コ
ー
ス
を
新
し
く
設

定
。
地
区
の
皆
さ
ん
で
山
道
の
草
刈

り
を
行
う
な
ど
準
備
を
し
て
大
会
を

迎
え
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
女
性
は
「
地
元
の
人

の
も
て
な
し
と
応
援
が
温
か
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　　統芸能を守る
　　　　　　　染谷十二座神楽
伝

　

４
月
19
日
、
染
谷
佐
志
能
神
社
で

十
二
座
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
三
、四
百
年
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て

い
る
里
神
楽
で
、
戦
後
に
一
時
中
断

し
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
の
半
ば

に
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、
復
活
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
一
座
か
ら
十
二
座
ま

で
の
演
目
が
２
時
間
か
け
て
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
踊
り
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

５
月
９
・
10
日
、
石
岡
運
動
公
園

で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
校
で
活
動

し
て
い
る
、
12
の
野
球
チ
ー
ム
と
６

つ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　

勝
っ
て
も
負
け
て
も
戦
っ
た
相
手

を
認
め
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
は
困

難
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
必
ず

力
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む

児
童
た
ち
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　　ポーツに打ち込む子どもたち
　　　　　　　　　　市長杯開催
ス

▲ 1 球１球、力を抜かず取り組みます

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲颯
さっそう

爽とスタート

▲地元高校生のボランティアグルー
プの皆さん（YSC）も、会場内でて
きぱきとお手伝い

▲物語序盤に登場する猿田彦

▲半田地区の皆さんで 1200 食分の
豚汁を仕込みました

広報いしおか６月１日号  №２３２　１０



の交通安全運動を実施
　　　　　　　市観光特使の渡辺直美さんが、石岡警察署一日署長に

年少女発明クラブで育てる
　　　　　　子どもの好奇心

春

少

　

少
し
で
も
多
く
の
人
に
関
心
を
寄

せ
て
も
ら
お
う
と
、
４
月
22
・
23
日

の
２
日
間
、
21
人
の
市
役
所
の
新
規

採
用
職
員
が
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
人
職
員
は
「
入
庁
し

て
初
め
て
の
選
挙
事
務
。
今
回
の
選

挙
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
選
挙
だ
と
思
う
の
で
、
少

し
で
も
多
く
の
方
に
投
票
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
元
気
に
投
票
を
呼

び
掛
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
石
岡

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
（
磯
山
邦
良

会
長
）の
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

28
年
目
を
迎
え
る
同
ク
ラ
ブ
は
、

市
内
児
童
を
対
象
に
ア
イ
デ
ア
工
作

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
32
人
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
。
参
加
し

た
須
田
有
里
菜
さ
ん
（
４
年
）
は
「
他

の
学
校
の
友
達
も
で
き
る
の
で
、
休
ま

ず
参
加
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
。
磯
山

会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
は
頭
が
柔
ら

か
い
か
ら
、
考
え
も
し
な
い
よ
う
な

発
想
を
し
ま
す
。
好
奇
心
を
持
っ
て

過
ご
し
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲委嘱式後の警察車両の出陣式

▲未来の有権者にも呼びかけました▲発会式後のまが玉作り。やすりで形を作ります

▲会場に集まったドライバーに交通安全を呼びかけました

人職員が投票を呼びかけ
　投票率アップキャンペーン

新

　

市
出
身
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
で
、

市
の
観
光
特
使
を
務
め
る
渡
辺
直
美

さ
ん
が
、
５
月
11
日
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
（
５
月
11
～
20
日
）
の

一
環
で
、
石
岡
警
察
署
の
一
日
署
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
が
市
内
商
業
施
設
で
行
わ

れ
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
で
。
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
は
慣
れ
た
頃
に
起
こ
し
や

す
い
も
の
で
す
。
慣
れ
て
き
た
な
と

思
っ
た
時
こ
そ
気
を
付
け
て
、
無
事

故
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

▲一日警察署長に任命される渡辺直美さん

１１　広報いしおか６月１日号  №２３２



ほ
た
る
鑑
賞
会

期
日
／
６
月
20
日
（
土
）・
７
月
４

日
（
土
）

※
雨
天
時
は
中
止
。
開
催
決
定
は
当

日
の
午
後
３
時

受
付
時
間
／
午
後
６
時
～
６
時
30
分

参
加
費
／
７
０
０
円
（
夕
食
の
手
打

ち
そ
ば
代
を
含
む
）

定
員
／
35
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
里
山
学
校　

☎
５
１
・
３
１
１
７

や
さ
と
読
書
会 

文
学
散
歩

▼
藤
城
清
治
美
術
館
（
栃
木
県
那
須

方
面
）
を
訪
ね
ま
す
。

日
時
／
７
月
１
日
（
水
）
午
前
８
時

30
分
か
ら

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館

参
加
費
／
２
０
０
０
円
程
度
（
昼
食
・

高
速
代
を
含
む
）

※
美
術
館
の
入
館
料
は
参
加
費
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

や
さ
と
読
書
会
（
富
田
）

☎
４
２
・
３
３
１
９

石
岡
プ
ラ
チ
ナ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
５

▼
65
歳
以
上
の
男
女
30
人
が
ス
テ
ー

ジ
上
を
歩
き
な
が
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
披
露
。
入
場
無
料
。

日
時
／
６
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

▼
介
護
保
険
の
運
営
に
関
す
る
協
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
協
議
会
（
年
数
回
程
度
）
に

出
席
で
き
る
人

※
公
務
員
・
介
護
保
険
に
関
す
る
職

場
の
勤
務
者
を
除
く

申
込
方
法
／
①
と
②
の
項
目
を
記
入

の
上
、
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡

先
電
話
番
号
・
職
業
・
勤
務
先
の
電

話
番
号
②
介
護
保
険
に
対
す
る
意
見

や
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

※
い
ず
れ
も
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
／
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
か
ら
２
人
・
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
ま

で
）
か
ら
２
人

申
込
締
切
／
６
月
15
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
介
護
保
険
室
（
内
線
１
６
５
）

平
成
27
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

資
格 

／
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点

で
、
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
人
、
平
成
28
年
３
月

ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

申
込
方
法
／
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み

　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
iken

.

go.jp/juken.htm
l

受
付
期
間
／
６
月
22
日
（
月
）
午
前

９
時
～
７
月
１
日
（
水
）
受
信
有
効

１
次
試
験
日
／
９
月
６
日
（
日
）

２
次
試
験
日
／
10
月
14
日
（
水
）
～

23
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
）

募

集

情報ネット
ワーク

information

イ

ベ

ン

ト

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【4/ 30 現在】
・発生件数　　　82 件（－ 19）
・死 者 数　　　1 人（0）
・負傷者数　　　106 人（－ 37）
・物損事故　　　638 件（＋ 35）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
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花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

▼
環
境
美
化
へ
の
関

心
・
意
欲
を
高
め
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る

地
域
・
団
体
・
職
場
・
学
校
を
表
彰

し
ま
す
。

申
込
方
法
／
中
央
公
民
館
に
備
え
て

あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
し

込
み

※
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切
／
７
月
１
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

中
央
公
民
館

☎
４
３
・
６
２
６
２

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
８
１
２
０

石
岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説
明
会

参
加
企
業

▼
石
岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説
明
会

に
参
加
す
る
募
集
し
ま
す
。
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込

み
（
平
成
28
年
３
月
）
と
、
既
卒
で

未
就
職
の
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会

で
す
。

日
に
ち
／
８
月
７
日
（
金
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

申
込
期
間
／
６
月
８
日
（
月
）
～
26

日
（
金
）

参
加
条
件
／

・
面
接
の
場
合

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
平
成
28
年
３
月
卒

業
予
定
の
大
卒
等
求
人
申
込
を
し
て

い
る
、
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
企
業

・
説
明
の
み
の
場
合

平
成
28
年
度
に
大
卒
等
採
用
予
定
の

県
内
に
事
業
所
の
あ
る
企
業

募
集
数
／
30
社
程
度

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
商
工
課
（
内
線
４
８
３
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

日
時
／
７
月
１
日
（
水
）・
２
日
（
木
）

の
２
日
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で

場
所
／
中
央
公
民
館

受
講
費
／
６
０
０
０
円　

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
を
し
た
場
合
、
受
講
費
は
返
還

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
講
費
を
添
え
て
６

月
18
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
の
間
に
、
柏
原
分
署
で
直
接
申

し
込
み

定
員
／
60
人
（
先
着
）

※
申
込
用
紙
は
市
内
消
防
署
の
窓

口
、
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５

第
８
回
市
民
公
開
講
座

「
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
・

血
液
が
ん
in
土
浦
」

日
時
／
６
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時

～
４
時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所
／
土
浦
市
民
会
館

参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
協
同
病
院 

庶
務
課

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
３
１
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め

の
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
」

日
時
／
７
月
４
・
11
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
ク
リ
エ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
教
室
（
水

戸
市
北
見
町
８‒

２
）

定
員
／
10
人
程
度
（
先
着
）

対
象
／
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

受
講
費
／
１
０
０
０
円

申
込
期
間
／
６
月
８
日
（
月
）
～
26

日
（
金
）

※
託
児
付
き
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
２
３
５
５

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
朗
読
技
能
と
ス
ピ
ー
チ
の
仕
方
を

習
得
す
る
講
座
で
す
。

日
時
／
７
月
16
・
28
日
、
８
月
４
・

25
日
、
９
月
１
・
29
日
、
10
月
６
・

27
日
、
11
月
10
・
17
日
（
全
10
回
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

講
師
／
小
貫 

信
之
氏
（
元
茨
城
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

定
員
／
25
人
（
先
着
）

受
講
費
／
無
料

申
込
方
法
／
６
月
15
日
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

講

座

教

室
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平
成
27
年

　

社
会
人
基
礎
力
養
成
講
座

日
時
／
６
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き

（
水
戸
市
三
の
丸
一
丁
目
７‒

41
）

受
講
費
／
無
料

定
員
／
20
人
（
先
着
）

対
象
／
15
歳
～
概

お
お
むね

40
代
前
半
の
求

職
者
で
両
日
参
加
で
き
る
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
雇
用
人
材
協
会

☎
０
２
９
・
３
０
０
・
１
７
３
８

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会

▼
リ
ウ
マ
チ
医
療
の
最
新
情
報
と
感

染
症
や
合
併
症
予
防
で
重
要
視
さ
れ

て
い
る
口
腔
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
６
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分
（
午
後
０
時
30
分
受
け

付
け
）

場
所
／
真
壁
伝
承
館

受
講
費
／
無
料

※
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
茨
城
支
部

（
小
野
）

☎
０
２
９
・
８
０
１
・
９
６
７
４

石
岡
市
都
市
計
画
審
議
会

日
時
／
６
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
（
午
後
１
時
か
ら
受
け
付

け
）

場
所
／
市
役
所 

本
館
大
会
議
室

内
容
／
石
岡
都
市
計
画
火
葬
場
の
変

更
（
旧
火
葬
場
の
廃
止
）

定
員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
８
７
）

「
東
日
本
大
震
災
石
岡
市
記
録
集
」

販
売
中

▼
将
来
の
災
害
に
対
す
る
備
え
と
す

る
た
め
、
震
災
当
時
の
市
内
の
写
真

を
集
め
た
「
東
日
本
大
震
災
石
岡
市

記
録
集 
心
に
刻
む
３
・
11
」
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

価
格
／
３
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所
／
ア
キ
ヤ
マ
書
店
、
た
か

ぎ
書
店
、
イ
チ
ム
ラ
書
店
、
な
べ
や

書
店
、
市
役
所
（
市
民
課
、
防
災
対

策
課
）、
支
所
（
総
務
課
）

■
問
い
合
わ
せ

1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
８
）

土
の
採
取
は
許
可
が
必
要
で
す

▼
市
内
で
土
の
掘
削
ま
た
は
切
り
取

り
を
す
る
際
、
そ
の
面
積
が
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
採
取
す
る
土

の
量
が
５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

と
な
る
場
合
は
土
採
取
事
業
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
建
築
住
宅
指
導
課
（
内
線
４
２
２
）

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
申
請

６
月
30
日
ま
で

▼
水
田
で
生
産
さ
れ
た
水
稲
、
転
作

作
物
、
麦
・
大
豆
・
そ
ば
を
販
売
す

る
場
合
は
、
条
件
を
満
た
せ
ば
水
田

や
畑
に
関
す
る
交
付
金
制
度
で
あ
る

経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
生
産
者

は
、
６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

空
き
地
の
管
理
は
適
切
に

▼
草
木
の
生
い
茂
る

こ
の
季
節
は
、
空
き

地
の
雑
草
な
ど
に
よ

る
苦
情
が
毎
年
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
雑
草
な
ど
が
繁は

ん
も茂

情報ネット
ワーク

information

お

知

ら

せ

講

座

教

室

「ぼうさいいしおか」
防災行政無線自動応答
　　　　　　テレホンサービス
24 時間以内に放送された防災
行政無線の放送内容を確認でき
ます。
☎ 0120‒99‒6907
（通話無料）

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
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す
る
と
害
虫
が
発
生
し
た
り
、
不
法

投
棄
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
防
犯
上
好
ま
し
く
な
い

な
ど
、
付
近
に
住
ん
で
い
る
人
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
は
、
定
期
的
に
見

回
り
や
除
草
な
ど
を
行
い
、
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
市
役
所 

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
４
）

2
支
所 

総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す

▼
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」・「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

1
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
戦
没
者
等
の
子

3
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
を

と
も
に
し
て
い
た
か
な
ど
の
状
況
に

よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4 

1
～
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

内
容
／
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
期
限
／
平
成
30
年
４
月
２
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
窓
口
／
市
役
所 

社
会
福
祉
課
・

支
所 

市
民
窓
口
課

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

▼
「
い
じ
め
」
や
児
童
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
に
、

悩
み
を
抱
え
る
子
や
保
護
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時
／
６
月
22
日（
月
）～
28
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

相
談
番
号
／

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
（
全

国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

実
施
機
関
／
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨

城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

相
談
員
／
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護

委
員

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
４
６
４
）

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

▼
歯
科
医
師
が
、
あ

な
た
の
歯
の
悩
み
に

答
え
ま
す
。

日
時
／
６
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時

～
５
時

相
談
料
／
無
料

相
談
番
号
／

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼
土
浦
保
健
所
で
は
無
料
、
匿
名
で

検
査
・
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～
10

時
・
第
３
木
曜
日
午
後
５
時
～
７
時

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
保
健
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６

茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

▼
お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配
な

と
き
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
受
診

さ
せ
た
方
が
良
い
の
か
、
様
子
を
み

て
も
大
丈
夫
な
の
か
、
経
験
豊
富
な

看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

相
談
日
時
／
午
後
６
時
30
分
か
ら
午

前
０
時
30
分
ま
で
（
平
日
）、
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
（
休
日
）

電
話
番
号
／

プ
ッ
シ
ュ
回
線
、
携
帯
電
話
の
場
合

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
８
０
０
０

す
べ
て
の
電
話
の
場
合

☎
０
２
９
・
２
５
４
・
９
９
０
０

※
緊
急
・
重
症
の
場
合
は
迷
わ
ず

「
１
１
９
」
へ

相

談
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これまでの
　　　　開催団体とテーマ

申
込
方
法

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
で
、
当

日
の
参
加
者
が
10
人
を
見
込
め
ば

申
し
込
み
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

開
催
日
時
・
会
場
は
、
市
長
の

日
程
を
調
整
し
、
申
し
込
み
代
表

者
と
協
議
し
ま
す
。
開
催
時
間
は

１
〜
２
時
間
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

２
月
20
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
⑪

ま
ち
づ
く
り

　
団
体
　
染
谷
地
区
住
民

　

参
加
者
は
19
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。
市
長
か
ら
市
の
人
口

減
少
へ
の
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」・「
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
説
明
と
情
報
発
信
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
、
現
状
も
含
め
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

出された主な意見
• 地方斎場周辺に桜の木などを植えて来訪者を        
　迎えられるよう、少しずつ整備してもらいたい。
•国・県・市の借入金が増加している。財政再
　建について、考えてもらいたい。
•人口減少対策の婚活パーティーの内容を工夫
　し規模を大きくすれば成果が上がると思う。
•染谷美化クラブは会員が減少傾向。30 人の
　基準を見直す必要がある。美化クラブは前回
　の国体の時にできたので、今度の国体に合わ
　せて、運動を盛り上げていきたい。
•消防団のホースの老朽化が著しい。安全なま
　ちづくりのために、配慮をお願いしたい。
•さらに多くの市民が利用するように、図書館の
　内容を充実させ、規模も大きくしてもらいたい。

開催団体 テーマ
１ 杉並小 PTA 子育て支援
２ 山根まちづくりクラブ 八郷地区の観光振興
３ 八豊祭実行委員会 移住したくなる街ってどんなまち？
４ 身体障害者福祉協議会 身体障がい者視点のまちづくり

５ 八郷スポーツ指導者協議会 スポーツ（施設）を生かした　　　　　　　　　まちづくり
６ こんこんギャラリー会員 ものづくりを生かしたまちづくり
７ 半田地区 生涯現役を目指したまちづくり
８ 山根クラブ 農業を生かしたまちづくり
９ 林小 PTA 子育て環境の充実
10 富田町・守横町 中心市街地のまちづくり
11 染谷地区 まちづくり
12 東ノ辻２部 公共施設の活用

こんなまちで　
子育てしたいな

もっと女性も
男性も働きや
すくなったら

タウンミーティング
　参加団体を募集
タウンミーティングは、より良いまち

づくりのために、市長と市民の皆さん

が直接、対話する場です。

　各回で話し合われたことの概要
は、市ホームページから確認するこ
とができます。

市長と
　話そう !
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市
内
の
風
景
は
す
っ
か
り
初
夏
に

移
行
し
、
田
に
は
早
苗
が
そ
よ
風
に

揺
れ
、
畑
に
は
小
麦
が
太
陽
に
向

か
っ
て
さ
ら
に
伸
び
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

　

こ
の
時
期
は
様
々
な
総
会
に
招
か

れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
で
役
員
交

代
の
場
面
に
も
出
会
い
ま
す
。 

　

数
日
前
の
市
消
防
団
総
会
の
後
に

は
、
消
防
団
に
尽
力
し
て
き
た
６
人

の
幹
部
の
退
任
式
が
あ
り
ま
し
た
。

山
内
直
行
団
長
を
は
じ
め
、
秋
山
誠

二
本
部
員
、
大
橋
昌
幸
・
大
塚
正
明
・

竹
林
弘
晃
・
中
村
剛
各
分
団
長
に
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

「
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
仕
事
に
、

長
年
関
わ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」

と
山
内
団
長
は
笑
顔
で
振
り
返
り
ま

し
た
。 

　

市
民
に
仕
え
る
仕
事
を
終
え
る
人

も
い
れ
ば
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ

ス
タ
ー
ト
す
る
人
も
い
ま
す
。 

　

今
朝
の
決
裁
の
中
に
新
任
職
員
研

修
の
復
命
書
が
あ
り
、
私
は
感
慨
深

く
目
を
通
し
ま
し
た
。 

　

４
月
か
ら
市
の
職
員
と
な
っ
た
26

人
の
若
者
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
青

雲
の
志
に
満
ち
て
清
々
し
い
も
の
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
研
修
課
程
は
５
日

間
で
、
そ
の
中
に
市
長
講
話
の
時
間

も
あ
り
ま
し
た
。 

　

１
時
間
に
満
た
な
い
短
い
講
話
で

し
た
が
、
私
は
書
き
上
げ
た
ば
か
り

の
「
ス
ー
パ
ー
公
務
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
の
中
か
ら
六
つ
の
項
目
を
厳
選

し
彼
ら
に
語
り
か
け
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
彼
ら
は
敏
感

に
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。

 

●
あ
り
が
と
う
の
言
葉
掛
け
」 

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

　

笑
顔
で
言
わ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
人

　

で
も
う
れ
し
く
な
る
。
私
た
ち
が

　

仕
事
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
、

　

市
民
の
方
に
そ
う
言
わ
れ
た
ら
や

　

は
り
う
れ
し
い
。 

　
　

逆
に
、
市
役
所
を
訪
れ
る
市
民

　

の
方
も
、
職
員
か
ら
言
わ
れ
た
ら

　

同
様
に
う
れ
し
い
は
ず
だ
。 

　
　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
市
役
所
の
ど

　

の
部
署
で
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　

い
ま
す
」
と
、
に
こ
や
か
に
迎
え

　

ら
れ
た
ら
、
一
日
中
幸
せ
な
気
持

　

ち
で
い
る
だ
ろ
う
。 

　
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
に
は
、　

　

人
を
幸
せ
に
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
る

　

よ
う
だ
。 

　
　

そ
の
語
源
は
「
有
り
難
い
」
で

　

あ
り
、
滅
多
に
無
い
た
め
感
謝
の

　

思
い
と
な
る
。 

　
　

石
岡
市
役
所
が
、
市
民
へ
の
感

　

謝
で
溢
れ
て
い
た
ら
、
あ
り
が
と

　

う
の
言
葉
は
自
然
と
口
を
継
い
で

　

出
て
く
る
。 

　
　

私
た
ち
地
方
公
務
員
は
、
市
民

　

に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。扱
っ

　

て
い
る
予
算
は
市
民
か
ら
の
も
の

　

で
あ
り
、
市
民
が
い
な
か
っ
た
ら

　

仕
事
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
こ
と

　

に
気
付
け
ば
、
自
ず
と
感
謝
の
言

　

葉
は
湧
い
て
く
る
も
の
だ
。 

　
　

窓
口
で
市
民
と
応
対
す
る
。
そ

　

の
帰
り
際
に
、
言
っ
て
み
よ
う
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
。 

　
　

そ
の
市
民
に
生
か
さ
れ
た
こ
と

　

を
感
じ
て
、
笑
顔
が
自
然
と
あ
ふ

　

れ
る
だ
ろ
う
。 

　

こ
れ
は
講
話
の
一
部
で
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
新
任
職
員
の
反
応
は
前

向
き
で
し
た
。 

「
私
た
ち
は
市
民
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

ど
ん
な
と
き
も
笑
顔
で
対
応
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
」 

「
あ
り
が
と
う
の
言
葉
掛
け
は
今
日

か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」 

「
始
め
の
挨
拶
と
終
わ
り
の
感
謝
を

徹
底
し
、明
る
い
窓
口
を
作
り
ま
す
」 

　

ま
さ
に
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

で
、
彼
ら
の
思
い
は
明
日
へ
の
希
望

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
用

い
た
世
阿
弥
は
、
若
い
と
き
の
初
心

に
加
え
て
後
々
と
老
後
の
初
心
を
加

え
て
い
ま
す
。
新
た
な
事
態
に
向
か

う
に
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
初
心

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
の
教
え
で

す
。 

　

私
も
含
め
て
、
中
堅
も
ベ
テ
ラ
ン

も
初
心
に
帰
っ
て
志
を
振
り
返
り
、

こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
覚
悟

を
確
か
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑯

５
月
14
日
（
木
）

初
心
を
忘
れ
な
い 

今
泉 

文
彦

文
と
写
真
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７
月 

健
康
診
査（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所　

７
月
９
日
（
木
）・ 

10
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
／
府
中
地
区
公
民
館

  

７
月   

総
合
健
診
（
石
岡
地
区
）

　

希
望
に
よ
り
健
康
診
査
・
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
検
査
も
受
け
ら
れ
ま

す
。　

日
時　

７
月
26
日
（
日
）・
27
日

（
月
）・
28
日
（
火
）
午
前
７
時
～
10

時
30
分

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

６
月
29
日
（
月
）
～
７

月
３
日（
金
）に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
日
の

定
員
が
２
５
０
人
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

  

要
件
該
当
で
負
担
金
が
無
料

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
②
当
該
年
度
分

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
）
③
障
が
い
の
重
度

判
定
者
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

成
人
歯
科
検
診
・

　
　
　
　

口
腔
が
ん
検
診

日
に
ち
・
場
所
・
申
し
込
み
期
間

・
６
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
／
６
月
１
日

（
月
）
～
５
日
（
金
）

・
７
月
24
日
（
金
）
／
八
郷
保
健
セ

ン
タ
ー
／
６
月
24
日
（
水
）
～
30
日

（
火
）

時
間　

午
前
８
時
～
11
時

対
象　

40
歳
以
上

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

察
・
視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導

定
員　

１
日
80
人
（
先
着
）

費
用　

無
料

申
込
方
法　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

     

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

日
に
ち
・
受
付
時
間

６
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
20
分
～

１
時
50
分

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未
就

学
児

内
容　

歯
科
診
察
、
歯
磨
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布

定
員　

40
人
（
先
着
）

申
込
方
法　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

妊
娠
中
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に

伴
い
、
身
体
の
変
化
が
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
期
待
と
不
安
で
ド
キ
ド
キ
で

す
ね
。
そ
の
気
持
ち
が
安
心
に
つ
な

が
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
か
ら

　
　

カ
ラ
ダ
を
守
ろ
う

～
熱
中
症
の
発
生
は
７
・
８
月
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
～

【
熱
中
症
と
は
】

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た

ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ

ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　

気
温
が

高
い
、
湿

度
が
高
い

な
ど
の
環

境
条
件
と
、

体
調
が
良
く
な
い
、
暑
さ
に
体
が
ま

だ
慣
れ
て
い
な
い
な
ど
の
個
人
の
体

調
に
よ
る
影
響
と
が
組
み
合
わ
さ
る

こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
の
発
生
が
高

ま
り
ま
す
。

　

室
内
に
い
て
も
熱
中
症
を
発
症
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
、
熱
中
症
予
防
の
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に

気
を
付
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人

に
も
気
を
配
り
、
予
防
を
呼
び
か
け

合
っ
て
、
熱
中
症
か
ら
体
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

○
水
分
・
塩
分
補
給
…
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
心
が
け
る

○
室
内
環
境
を
整
え
る
…
扇
風
機
・

エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度
調
整
、
こ

ま
め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す

だ
れ
、
打
ち
水
な
ど

○
通
気
性
が
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の

衣
服
着
用

○
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
に
よ
る
体
の
冷
却

○
外
出
時
、
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、

日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492
こころといのちの電話相談　
毎月第２火曜日
午前９時～正午、午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

教
室
・
講
座

広報いしおか６月１日号  №２３２　１８



３
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

３
月
10
日　

月
例
会

優

　勝　

城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

第
２
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

３
月
18
日　

湖
北
大
会

優

　勝　

城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

コ
ー
ト
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム
・
城

南
チ
ー
ム
・
栄
松
チ
ー
ム

協
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

４
月
５
・
12
日　

石
岡
運
動
公
園
多

目
的
広
場

優

　勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

園
西
ソ
フ
ト

第
３
位　

ヤ
マ
ト
・
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

スポーツ情報

結

　果
会員募集　団体紹介 10
バレーボール部

　バレーボール競技の健全な普及・発
展を目的に、昭和49年に発足。現在、
チームには、20～ 70代まで幅広い世
代が所属し、審判講習会や年数回の各
種大会を開催。近隣大会にも参加して
います。
　一緒に生涯スポーツのバ
レーボールを楽しみません
か。

■ 問い合わせ
小倉　☎ 26‒3223

　一緒に生涯スポーツのバ
レーボールを楽しみません

生涯学習

学 ぶ

応
援
し
ま
す
！

あ
な
た
の
生
涯
学
習

　

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
が
「
市
民
講
師
」
と
し
て
、

あ
な
た
の
学
び
を
応
援
し
ま
す
。

学
び
の
ジ
ャ
ン
ル

・
絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・
写
真
・

彫
塑

・
伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
歌
舞
伎
講
座

・
生
涯
教
育
・
外
国
語
・
文
学

・
工
芸
・
手
芸
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー

・
料
理
・
着
付
け
・
介
護

・
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健

康
法
な
ど

※
市
民
講
師
の
利
用
案
内
（
講
師
登

録
名
簿
）
は
生
涯
学
習
課
・
市
内
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
４
）

市民講師をお願いしたい
　　　　　　　   そんなときには…
1５人以上のグループをつくる
市内在住・在学・在勤であることが条
件です。
2講師と直接交渉
市民講師と直接日程などの交渉をしま
す。場所は、グループで用意します。
3講座の実施
日程が決まったら、いざ実施。

※市民講師として登録してくれる人も
随時募集しています。

１９　広報いしおか６月１日号  №２３２

石岡運動公園　　　　　　☎ 26-7210　　
八郷総合運動公園　　　　☎ 43-6884　
石岡海洋センター　　　　☎ 23-5191　　
柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　　☎ 43-6884



「
陶
芸
せ
い
す
い
会
」
作
品
展

日
に
ち

　〜
６
月
３
日
（
水
）

油
性
マ
ー
カ
ー
で
描
い
た
絵
画
展

日
に
ち　

６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
28
日
（
日
）

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
の
仲
間
た
ち

　歌
と
ピ
ア
ノ

の
演
奏

日
時

　６
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

友
情
出
演　

　

コ
ー
ラ
ス
は
あ
も
に
い
の
会

ま
ち
の
保
健
室

日
に
ち　

毎
週
水
曜
日　

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

「
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
」

日
に
ち

　６
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　午
後
２
時
か
ら

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！

日
に
ち　

６
月
５
日
・
19
日
（
金
）

資
料
代　

５
０
０
円

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

６月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か

ら
３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣

味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど

を
展
示
販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並

び
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
大
歓
迎
！
参
加
者
募
集
中
。

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時

折
り
紙
教
室　

27
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０

〜
４
歳
）
※
休
止
中

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・

３
土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 20 日

まちかど学習会

報
セ
ン
タ
ー

掘り出しモノがあるかも !?

健康相談

看護師が心と身体の
健康相談に乗ります

まちかど音楽祭

　

家
庭
か
ら
出
た
、
処
分
に
困
る
廃

油
。
そ
れ
を
使
い
石
け
ん
を
作
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
家
庭
排
水

浄
化
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
。
市
内

で
「
暮
ら
し
や
食
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
す
る
８
つ
の
団
体
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

家
庭
排
水
を
き
ち
ん
と
処
理
す
る

こ
と
で
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
家
庭
廃
油
を
使
っ
た
石

け
ん
作
り
を
始
め
て
27
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　

市
職
員
が
各
廃
油
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
集
め
て
き
た
廃
油
を
使
い
、
月

に
数
回
み
ん
な
で
集
ま
り
、
作
業
を

し
ま
す
。
６
ℓ
の
油
が
、
50
個
ほ
ど

の
石
け
ん
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

「
こ
の
石
け
ん
は
、靴
の
汚
れ
や
シ
ャ

ツ
の
襟
垢
が
良
く
落
ち
る
と
評
判
。

他
に
も
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
油
汚
れ
の

ベ
タ
ベ
タ
も
落
ち
る
ん
で
す
よ
。
化

学
的
な
も
の
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら

手
に
も
優
し
く
て
お
す
す
め
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

霞
ヶ
浦
を
汚
し
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
活
動
の
原
点
。
家
族
を
思

う
優
し
さ
と
無
駄
な
く
使
う
知
恵
が

込
め
ら
れ
た
廃
油
石
け
ん
、
ぜ
ひ
お

試
し
あ
れ
。

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.1

▲長年の経験とチームワークで、手際よく作業
を進める皆さん。作業の合間の一枚。

▲水の中に苛性ソーダ
を入れてかき混ぜます

▲何回か使用した油の方
が作りやすいのだそう

▲市役所生活環境課で、
3個 100 円で販売中

▲きれいに型に流し込み
ます

■問い合わせ
まちづくり協働課
☎ 23‒1111（内線 142）

広報いしおか６月１日号  №２３２　２０



　ハローワーク石岡では、外国語の通訳を配置し、外国人求職者でも
安心して職業相談などの就労支援が受けられる体制を整えています。

対応言語：ポルトガル語・スペイン語
日　　程：毎週月・火・木曜日
　　　　　午前 10 時～正午／午後１時～３時

かな感情も理解して訳すように心掛けていま
す。就職が決まった方から、元気で働いている
と報告を受けることもあ
り、仕事にはやりがいを感
じています。言語や文化の
違いに対する偏見や先入観
を越え、個人がありのまま
に受け入れられることが、
多様化する社会の中で益々
必要になっていくのではな
いでしょうか。

花
を
通
し
て
笑
顔
を
届
け
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　今
回
は
、
木
村
生
花
店
で
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
木
村
一
裕
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

―
―
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事

を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

木
村
さ
ん

　祖
父
の
代
か
ら
生
花
店

を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
決
め
ら
れ
た

レ
ー
ル
に
乗
る
よ
う
な
感
じ
が
し

て
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の

学
校
に
通
い
、
同
じ
道
を
志
す
友
人

と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
将
来
を
決
め

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

木
村
一
裕
さ
ん

　
　（木
村
生
花
店 

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

▲一般社団法人「石岡青年会議所」の一員
として、次代を担う青少年育成事業にも積
極的に取り組まれている木村さん。「地元
で働く人が職業体験の講師になり、石岡市
には魅力的な産業や仕事がたくさんあると
いうことを子どもたちに知ってもらいたい
です」と熱い思いを語りました。

　「
お
花
屋
さ
ん
」
と
言
う
と
「
女

の
子
が
な
り
た
い
職
業
」
の
上
位
に

く
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
職
業
か
ら

女
性
を
連
想
さ
れ
る
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
性
別
に
関

係
な
く
技
術
を
学
び
、
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
職
業
で
す
。
固
定
観

念
や
性
別
に
よ
っ
て
、
将
来
の
選
択

肢
を
狭
め
て
し
ま
う
と
し
た
ら
、
と

て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

―
―
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事

に
お
け
る
や
り
が
い
は
何
で
し
ょ
う

か
。

木
村
さ
ん

　フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
は
花
を
扱
う
「
職
人
」
で
す
。
お

客
様
は
大
切
な
人

に
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
に
花
を
贈

り
ま
す
。受
け
取
っ

た
人
の
喜
ぶ
顔
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
贈
り
手
の
思

い
を
職
人
と
し
て

形
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
花
を
配
達
し
、

受
け
取
っ
た
人
の
笑
顔
を
見
た
時
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

―
―
社
会
の
様
々
な
場
面
で
、
性
別

に
関
係
な
く
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
が
整
う
た
め
に
、
大
切
な
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

木
村
さ
ん

　子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

学
校
教
育
や
職
場
体
験
な
ど
を
通
し

て
、
ど
の
社
会
に
も
男
女
の
感
性
や

考
え
方
が
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
い

く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
固

定
観
念
と
い
う
も
の
は
、
成
長
し
て

か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な

か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
大
人

も
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
を

考
え
な
が
ら
話
を
し
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指

し
て
い
る
人
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

木
村
さ
ん

　フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
生
き
物
に
対

す
る
優
し
さ
で
す
。
セ
ン
ス
や
技
術

は
経
験
に
よ
っ
て
磨
く
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
。
お
花
を
届
け
た
時
に
、

お
客
様
か
ら
笑
顔
で「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
場
面
を
思
い
描
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
そ
の
場
面
は

現
実
に
な
る
は
ず
で
す
。

立野ナンシーさん（通訳者・ペルー共和国出身）
からのメッセージ
　ハローワーク石岡を訪れる外国人求職者の人
数は年間約 350 ～ 400 人。その内、約 8 割は
ブラジルやペルー出身者です。母国を離れて、
日本で働こうとしている人たちの多くは、様々
な緊張や不安を抱えて来所されます。私は通訳
として、相談に訪れた方の話を真摯に聞き、細

政策企画課
☎ 23-1111

（内線 226）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

「様々な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、様々な取
り組みを紹介します。

▲ハローワーク石岡で通訳と
して働く立野ナンシーさん

２１　広報いしおか６月１日号  №２３２



時
憶記
の

文化振興課
シリーズ112

☎43-1111
（内線1324）

　

昨
年
10
月
、東
成
井
小
学
校
の
５
・

６
年
生
児
童
に
よ
る
発
掘
体
験
が
学

校
近
く
の
東
成
井
東
原
遺
跡
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
が
発
掘
し
た
の
は
、
７
世

紀
後
半
、飛
鳥
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
。

規
模
は
10
ｍ
×
9.5
ｍ
程
度
で
、
畳
を

60
枚
ほ
ど
敷
く
こ
と
が
で
き
る
広
さ

で
し
た
。
当
時
の
住
居
跡
は
一
辺
４

〜
５
ｍ
が
標
準
で
し
た
の
で
、
４
倍

以
上
も
の
面
積
が
あ
る
巨
大
な
住
居

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
６
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
６
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
６
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

休館日

６月
１日
８日
15日
22日
25日
29日

開館
延長日

４日
11日
18日

※
開
館
延
長
日
や
休
館
日
は
、
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　

図
書
館
に
Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
）
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
小
学
校
高

学
年
く
ら
い
か
ら
高
校
生
く
ら
い
の

皆
さ
ん
向
け
の
本
が
集
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
の
人
気

本
ラ
ン
キ
ン
グ
（
平
成
26
年
４
月
〜

平
成
27
年
３
月
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｙ
Ａ
世
代
で
は
な
く
て
も
借
り
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

（
Ｙ
Ａ
ラ
ン
キ
ン
グ
）

１
位　
「
シ
ア
タ
ー
！
２
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩
／
著

　

〃　
「
星
空
ロ
ッ
ク
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

那
須
田
淳
／
著

３
位　
「
織
田
信
奈
の
野
望
」　

　
　
　
　
　
　
　

春
日
み
か
げ
／
著

　

〃　
「
図
書
館
戦
争
シ
リ
ー
ズ
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩
／
著

　

〃　
「
終
物
語　

上
・
中
・
下
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾
維
新
／
著

６
位　
「
万
能
鑑
定
士
Ｑ
の
事
件
簿

　
　
　

Ⅰ
・
Ⅱ
」　  

松
岡
圭
祐
／
著

７
位　
「
塩
の
街
」　　

有
川
浩
／
著

　

〃　
「
海
の
底
」　　

有
川
浩
／
著

７月から平日の開館
　時間を延長します！

　７月１日（水）から平日
（火曜日～金曜日）の開館
時間を午後５時から７時ま
で延長します。
　学校や会社の帰りにお気
軽にご利用ください。

開館時間
（平日）
午前９時～午後７時まで
※休館日を除く
（土・日・祝）　
午前９時～午後５時まで

　

７
位　
「
ミ
カ
グ
ラ
学
園
組
曲
１
・

　
　
　
　

２
・
３
」　

　
　

Ｌ
ａ
ｓ
ｔ　

Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
．
／
著

　

〃　
　
「
暦
物
語
」
西
尾
維
新
／
著

　

〃　
　
「
君
に
届
け
１
１
」

　
　
　
　
　

椎
名
軽
穂
／
原
作
・
絵

跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

発
掘
体
験
の
後
も
調
査
を
進
め
て

い
っ
た
と
こ
ろ
、
住
居
跡
の
北
側
で

カ
マ
ド
が
２
つ
並
ん
で
見
つ
か
り
ま

し
た
。
住
居
跡
の
カ
マ
ド
は
通
常
一

つ
で
、
カ
マ
ド
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
作
り
直
す
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
２
つ
並
ん
で
同
時
に
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
稀
で
す
。

　

通
常
の
住
居
跡
よ
り
も
大
き
く
、

カ
マ
ド
が
複
数
あ
る
も
の
は
、
常
磐

自
動
車
道
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
鹿
の
子
遺
跡
で
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
鹿
の
子
遺
跡
で
は

「
連
房
式
竪
穴
遺
構
」
と
呼
ば
れ
、

鍛か

じ冶
―
鉄
製
品
の
生
産
と
の
関
係
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
住
居
跡
か
ら
も
鍛
冶
に
伴

う
鉄て
っ
さ
い滓

や
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
ま

す
が
、
住
居
が
廃
絶
し
た
後
に
捨
て

ら
れ
た
も
の
だ
け
で
、
こ
の
住
居
で

使
用
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
も
の
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

通
常
の
４
倍
も
の
面
積
が
あ
る
住

居
。
大
人
数
、
大
家
族
が
住
ん
で
い

た
た
め
に
カ
マ
ド
―
炊
事
場
を
二
つ

作
っ
た
の
か
。
有
力
者
が
住
ん
で
い

た
大
邸
宅
だ
っ
た
の
か
。そ
れ
と
も
、

別
の
目
的
が
あ
っ
た
の
か
。
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

▲発掘体験の様子

広報いしおか６月１日号  №２３２　２２

│ 

小
学
生
発
掘
体
験
の
そ
の
後

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

　

東
成
井
東
原
遺
跡



　

 　
　

 　

 　

府　

中　

小
川
野　

蛙

お
ん
ぶ
肩
越
し　

小
さ
な
指
が

　

桜
つ
か
ん
で　

に
ぎ
る
春

府　

中　

稲
田　

す
み

食
い
気
満
　々

昼
食
タ
イ
ム

　

混
ん
で
並
ん
だ　

店
の
前

　

 　
　

 　

 　

貝　

地　

前
島
く
に
子

頼
る
寄
り
添
う　

た
よ
ら
ぬ
介
護

　

夫
婦
笑
顔
で　

花
見
酒　

　

 　
　

 　

 

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

桜
吹
雪
の　

ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
て

　

逢
い
に
行
き
た
い　

君
の
も
と　

　

 　
　

 　
　

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

海
峡
渡
っ
た　

流
氷
割
っ
て

　

ロ
ッ
ク
で
飲
み
た
い　

ウ
イ
ス
キ
ー

　

 　
　

 　

 　

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

後
期
高
齢　

三
度
の
手
術

　

耐
え
て
再
起
の　

土
を
踏
む

　

 　
　

 　

石　

岡　

貝
泉
奄
八
十
八

咲
い
た
花
な
ら　

散
る
の
は
覚
悟

　

酒
は
米
寿
の　

春
の
雪

　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

春
の
寒
波
に　

雪
ま
で
降
っ
て

　

桜
開
花
は　

い
つ
に
な
る

　

ズ
シ
ン

　
　
　
　
　
　
　

  

助
川　

浩
史　

　

ド
シ
ン
は
尻
餅
を
し
た
と
き
か
、
ガ

タ
ン
と
き
た
ら
地
震
だ
ろ
う
か
、
バ
タ

ン
と
は
ド
ア
の
音
だ
ろ
う
と
普
通
は
思

う
。
私
の
言
う
ズ
シ
ン
は
そ
ん
な
音
と

は
違
う
も
の
で
あ
る
。

　

私
が
三
十
代
の
頃
に
聞
い
た
話
な
の

で
あ
れ
か
ら
四
十
年
も
前
の
昔
の
話

で
あ
る
。
そ
の
頃
私
は
茅
ヶ
崎
か
ら
東

京
品
川
の
会
社
に
通
勤
し
て
い
た
。
品

川
区
の
住
人
と
勤
務
し
て
い
る
人
は
区

の
教
育
の
一
環
と
し
て
無
料
で
い
ろ
い

ろ
な
講
座
を
受
け
ら
れ
た
。
男
で
も
茶

道
・
花
道
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
も
い

た
し
、
簿
記
と
か
俳
句
・
短
歌
・
社
交

ダ
ン
ス
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
私
が
受
け

た
週
二
回
の
月
木
（
ゲ
ツ
モ
ク
）
コ
ー

ス
は
話
し
方
教
室
で
あ
っ
た
。
基
本
的

な
話
し
方
の
教
育「
失
敗
談
」と
か「
好

き
な
物
」
な
ど
教
師
か
ら
急
に
指
名
さ

れ
て
皆
の
前
で
話
を
し
訓
練
さ
せ
ら
れ

た
。
会
社
帰
り
の
夕
方
一
時
間
半
位
の

講
座
で
あ
っ
た
が
、
終
わ
っ
て
か
ら
課

外
勉
強
と
か
で
、
男
女
十
五
、六
人
位

が
広
い
喫
茶
店
に
集
ま
っ
て
の
お
し
ゃ

べ
り
は
楽
し
か
っ
た
。

　

そ
の
講
座
で
教
え
ら
れ
て
今
も
記

憶
し
て
い
る
の
が
「
ズ
シ
ン
」
で
あ

る
。
皆
の
前
で
話
を
す
る
と
き
は
相

手
の
頭
に
残
る
も
の
、
心
に
響
く
も

の
、
ズ
（
頭
）
シ
ン
（
心
）
と
印
象

　

 　
　
　
　

 

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

沈
丁
花
の
告
げ
た
き
思
ひ
あ
る
ご
と
く

ほ
の
か
に
薫
る
春
の
ひ
と
と
き

　

 　
　

 　
　

 

高　

浜　

大
嶋　

全
江

ま
ば
ら
な
る
も
莢
豌
豆
の
出
そ
ろ
ひ
て
支

柱
を
さ
が
す
巻
き
ひ
げ
の
有
り

　
 　

　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

明
治
と
は
昔
語
り
よ
終
戦
後
七
十
年
を

短
く
感
ず

府　

中　

赤
津
美
智
子

駈
け
て
き
て
眼
が
も
の
を
言
う
合
格
子

若　

宮　

今
川　

武
男

田
起
こ
し
の
土
匂
い
け
り
春
時
雨

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

し
が
ら
み
を
落
し
て
芽
吹
く
大
欅

府　

中　

土
井　

湧
輔

田
の
神
の
戻
り
確
か
め
鶴
引
け
り

北
府
中　

野
村
畝
津
子

触
れ
て
見
る
し
だ
れ
桜
の
や
さ
し
さ
に

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

春
荒
れ
の
ひ
と
日
の
雨
戸
閉
ざ
し
つ
つ

か
が
や
く
ご
と
き
落
日
に
遇
ふ

　

    　

 　
　

  

府　

中　

山
口　

文
子

幼
き
日
父
の
土
産
の
童
話
集
窓
の
ひ
ら

き
て
花
や
木
が
立
つ

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

瓦　

谷　

石
田　

清
美

野
佛
に
薫
風
の
や
や
強
ま
れ
り

　

 　
　

 　
　

  

川　

又　

 

川
又　

渓
二

週
毎
の
観
音
詣
花
は
葉
に

　
　
　
　

   　

  

吉　

生　

土
佐　

汀
風

葉
ざ
く
ら
の
枝
を
天
蓋
に
薬
師
堂

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
山　

崎　

鈴
木　

菫

小
六
の
吾
等
に
語
り
し
師
の
思
い
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
の
戦
の
日
々
を　

 

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

菜
の
花
は
畑
一
面
に
そ
の
果
て
は
萌
黄

色
し
た
山
が
膨
ら
む

　

 　
　

 　
　

月　

岡　
菱
沼
む
免
子

筍
の
灰あ

く汁
抜
き
す
み
て
山
椒
の
木
の
芽
を

探
す
午
後
の
ひ
と
と
き

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
大　

塚　

松
岡　

元
義

老
の
身
を
は
げ
ま
し
鳴
く
や
花
見
鳥

　
　
　
　
　

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

息
吹
く
山
里
は
苗
田
の
整
い
て

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

爛
漫
の
春
に
は
さ
せ
じ
と
重
た
げ
に
咲

き
し
桜
に
雪
降
り
積
も
る

　

 　
　

 　
　

 

小　

倉　

植
木　

和
昭

両
方
の
話
き
か
な
ば
良
し
悪
し
は
解
ら

ぬ
も
の
よ
し
み
じ
み
思
ふ

●
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部

・
花
季
さ
つ
き
展

日
時　

６
月
３
日（
水
）～
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
大
温
室

■
問
い
合
わ
せ

石
井　

☎
４
３
・
２
４
１
８

●
石
岡
遊
石
会

・
水
石
展

日
時　

６
月
３
日（
水
）～
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
大
温
室

■
問
い
合
わ
せ　

小
堀

☎
０
９
０
・
７
２
８
５
・
５
５
２
３

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
体
験
講
座

日
時

　６
月
11
・
25
日
（
木
）

　
　
　

７
月
９
・
23
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

沖
田　

☎
２
４
・
０
５
８
８

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

に
残
る
い
い
話
を
し
な
さ
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
講
演
会
で
知
識
人
・

文
化
人
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
る
が
、

時
々
は
ズ
シ
ン
と
頭
と
心
に
響
く
も

の
は
あ
る
。

２３　広報いしおか６月１日号  №２３２



　　　　　　　　　東成井
いつも笑顔で愛嬌たっぷり。
ごはんが大好きな食いしん
坊です。すくすく元気に育っ
てね。

菱沼 完
かんいち

一ちゃん（７か月）

   

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　　　小幡
いつもにこにこ、みんなに笑顔
をふりまいています。健康でわ
んぱくに育ってね。

嶋村 陸
りく と

翔ちゃん（５か月）

わが家のアイドル

平成27年6月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　季節や眺める場所によって表情を変える筑波山。1年を通して登る
ことのできる山としても人気です。
　そんな筑波山には、珍しい風景があります。5月中旬と 7月中旬に、
筑波山の 2つの頂のちょうど真ん中に夕日が沈んでいきます。この
美しい景色を「ダイヤモンド筑波」と呼んでいます。
　見る場所によって表情を変える筑波山。皆さんもお気に入りの筑波
山ビュースポットを探してみませんか。

栄養成分（１人分）
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・
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じ
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・
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ょ
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ゆ

少
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①
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ン
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ン
は
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つ
き
で
細
切
り
に

す
る
。

②
明
太
子
は
薄
皮
を
取
っ
て
お
く
。

③
フ
ラ
イ
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に
オ
リ
ー
ブ
油
を
入

れ
、
ニ
ン
ジ
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、
し
ん
な
り

し
て
き
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ら
明
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子
を
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え
炒
り
つ

け
る
。
最
後
に
し
ょ
う
ゆ
で
香
り
づ

け
る
。

ニンジンのきんぴら
（エネルギー 53kcal、塩分 0.7g）
昆布の当座煮
（エネルギー 35kcal、塩分 1.8g）

ニンジンのきんぴら・昆布の当座煮

常備菜としてご飯やお弁当など「もう一
品」というときに役に立ちます。
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座
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じ
１
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２
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ブ
油
大
さ
じ
½  

作
り
方

①
切
り
昆
布
は
水
に
漬
け
、
戻
し
て

お
く
。

②
ニ
ン
ジ
ン
は
千
切
り
に
し
て
お

く
。

③
鍋
に
少
量
の
オ
リ
ー
ブ
油
を
入

れ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
炒
め
切
り
昆
布
を

加
え
て
調
味
料
と
一
緒
に
炒
め
合
わ

せ
る
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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